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『看護研究方法論』Hosihn Ryu高 麗大学教授による特別講義か ら

吉本 なを

要旨 高麗大学からHosihn Ryu教 授を招いて開催された看護研究における方法論に関する特別講義の概要

を報告する。

研究を行 うに当たって,研 究課題を設定する際に重要なのは,精 緻な文献研究に基づき実施 しようとす る研

究が,要 因追及型,要 因関係型,状 況関係型,状 況生成型の4つ のタイプのどれに分類 されるかを明らかにす

ることである。それにより,研 究方法や研究デザインも必然的に選択 されることとなる。 日本における看護研

究の現状として,記 述的な段階すなわち要因追求型のものが多 く,今 後は,そ れを状況生成型である介入研究

に結び付けられるよう,修 士課程,博 士課程においてそれぞれの段階に合致 した研究過程を計画 し,実 践 して

いくことが必要である。
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1.は じめに

我が国の看護教育の大学化は急速に進み,そ れに伴い

大学院を有する看護系大学数も増加 した。2008年 時点で,

166校 の大学に博士前期課程(修 士課程)が 存在 し,そ

の うちの50校 に博士後期課程(博 士課程)が ある。 この

ような急激な変化に対応して看護学が発展するためには,

実践のエビデンスを提供できる研究者を育てることが必

須であ り 1),学 士課程,修 士課程そして博士課程へ と続

く学問体系ならびに教育体制の充実をめざす2)必要があ

る。韓国では,1960年 に修士課程,1978年 に博士課程が

開設 された。 このことは高いレベルでの専門職教育を提

供する機会とな り,現 在に至るまで,看 護教育の知的土

台となる看護理論の発達と研究活動が活性化 されてき

た 3)。

鹿児島大学医学部大学院保健学研究科において,博 士

前期課程(修 士課程)の 学生を対象に,高 麗大学の

Hosihn Ryu教 授による,研 究方法論 についての特別講

義が開催 された。Ryu教 授が憂慮 されている日本の看護

研究における課題,そ れについてのア ドバイスなど,多

くの示唆を得 る機会 となったため,講 義の概要を紹介す

る。

2.研 究課題 の選 定

研究を始めるにあた り,研 究課題を決めることが第一

のステップである。研究課題 には,『要因 追及型』,『要

因関係型』,『状況関係型』,『状況生成型』の4つ の段階

的なタイプがあり,自 分の行お うとしている研究がどの

タイプの研究課題になるのかを,ま ずは文献レビューに

より明らかにす る必要がある。関連す る利用可能な文献

がない場合は,全 く研究がされていない段階であるため,

『要因追究型』の研究 となり,そ れは記述的なものとな

る。関連す る文献はあるが要因問の関係性がまだ明らか

にされていない場合は,そ の研究課題は『要 因関係型』

の研究課題 となる。 この段階の研究では,例 えば,教 養

のある人は健康能力が高い,と い うように,概 念 と概念

の問の関係性 を明らかにすることが目的 となる。 この

『要因関係型』の研究を積み重ねて様々な要因問の関係

性が明らかにされ ることで,そ の次の段階である予測的
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な多分析な方法を使った『状 況関係型』の研究にすすむ

ことができる。 この『状況 関係型』の研究では様々な要

因問の関係性が事象に対し示 され,状 況としての関係性

が明らかとされる段階である。そして最終的な段階であ

り,最 もレベルが高いとされている『状況 生成型』の研

究では,詳 細な介入型,実 験型の研究デザインに結びつ

くことになる。 このように,ど のタイプの研究課題にす

るかを選定するかによって次のステップである研究デザ

インや研究方法も必然的に選択 される。

看護研究では,介 入研究が看護の対象者にとって最も

効果的だと考えられるが,文 献レビューにおいて要因の

関連性が明らかにされていない段階では介入研究を行 う

ことはできない。韓国では現在,介 入的な研究が多く行

われているが,日 本の看護研究の状況は,い つまでも内

容分析などの記述的な研究が多く,段 階的に研究が進ん

でいる状況ではないことが憂慮される。

3.研 究の枠組 み

研究は,演 繹的研究方法と帰納的研究方法の二つに分

類 される。演繹的研究を行 う場合は,理 論的枠組みが必

要になる。例えば,ヘ ルスプロモーションの要因につい

て研究する場合のペンダーのセルフプロモーションモデ

ルのように,社 会的に広く認識 されている理論が枠組み

とな り,そ の枠組みを使用して実証していく。

一方,理 論作成を目的とするのが帰納的研究方法であ

る。帰納的研究を行 う際,研 究者は,概 念と概念を結び

つけた枠組みを作成する必要がある。この概念枠組みは,

文献レビューにより,他 の研究結果を根拠 として作成す

ることができる。韓国での修士課程における研究では,

論理的な理論的枠組,も しくは,理 論がない場合は概念

枠組みが必要であるとされている。概念枠組みまたは理

論枠組みがある場合は,仮 説がたてられる。記述的な要

因追求型の研究の場合,関 連する既存の文献がないため,

理論枠組みは存在せず,仮 説をたてることは不可能とな

る。

4.研 究デ ザイ ン

修士課程,博 士課程の学生においては,論 理的な研究

デザインを選択するまでが非常に重要となる。研究デザ

インは,そ の特徴から質的研究デザインと量的研究デザ

インに分類 される。

1)質 的研究

質的研究の研究方法には,グ ラウンデ ッド・セオリー,

現象学的研究,民 族学的研究,Q-methodology,歴 史的

研究がある。そのため,修 士課程において質的研究を行

お うとする場合は,質 的研究がすすんでいる多くの海外

論文を読む必要がある。

日本の研究をみてみると,質 的研究として 「内容分析

をした」とい うものが多くみられ るが,内 容分析は質的

研究の研究方法のひとつではない。内容分析 とは,研 究

デザインのすべてにおいて,常 に行 うものであ り,内 容

分析そのものが方法論 としてあるわけではない。

質的研究は哲学的要素が含まれ るため非常に難 しいも

のである。そのため研究の初心者が質的研究を行お うと

す るのであれば,最 も取 り組みやすいと言われている現

象学的研究を勧める。 グラウンデッド・セオリーは,最

終的に理論を開発す るものであるため,最 も難 しいとさ

れている。現象学的研究やグラウンデッド・セオリーは,

科学哲学の分野において開発 されたものであるため,こ

れ らの研究を行 うには,哲 学を理解 し,論 理的に思考す

る必要がある。

質的研究を行 う場合,研 究者 自体が研究方法となるの

で,研 究者のそれまでの経験が重要となる。研究の準備

段階として,研 究者の資質や経験が問われ るため,研 究

方法を記述す る際は,研 究者がそれまで何を経験 してき

たかを記載す る必要がある。データ収集法として観察法

や面接法があるが,得 たデータを整理す る際にも研究者

の能力が最 も重要となってくる。単に記述をして,そ れ

をまとめたものが質的研究ではない。質的研究は常に研

究者の能力に終始す ることを忘れてはならない。

韓国では,初 めて研究を行 う学生には,質 的研究は勧

めていない。修士課程においてどうしても質的研究を行

いたい場合は現象学的研究を勧めている。例えば患者の

経験の意味を知 りたいが先行研究がない場合,研 究能力

が低 くても現象学的研究を行 う必要がある。 しかし,グ

ラウンデッド・セオ リーは,研 究者の準備が必要であり,

実施は困難である。まずは,一 定の形式に沿って研究プ

ロセスをすすめることができるため量的研究から始める

べきであると考えている。

2)量 的研究

実験研究以外の研究デザインには,調 査研究等がある。

英語論文には,調 査研究が最 も多い。なぜなら,研 究倫

理の問題で実験研究が難 しいからである。 日本には,国

が行っている調査研究により得 られたデータが多くある

ため,そ れを使って二次分析が可能である。理論的枠組

がある場合,そ の理論的枠組みをもとに,博 士論文とし

て二次分析を行 うことも可能である。

理論的枠組がない場合,例 えば,あ る地域で高齢者の

QOLの 測定をしたいが尺度がない場合など,自 分で測

定方法を開発す る必要がある。 日本では,測 定方法の開

発が少ないことから,尺 度開発は博士課程の研究に適 し

ていると考える。QOLや 健康状態の尺度は,国 や文化

により異なっており,ア メリカ人,日 本人,韓 国人のQOL

はそれぞれ異なる。そのため,ア メリカで開発 された尺
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度 を,韓 国 で そ の ま ま適 用 す る こ とは で き な い。 他 の 地

域 で 開発 され た 尺度 を そ れ ぞ れ の 地域 で検 証 す る こ とが

必 要 とな る が,日 本 に お い て は そ の よ うな検 証 が あ ま り

行 わ れ て い な い と感 じる。 尺度 開発 を す る 場合 の研 究 の

初 段 階 は,概 念枠 組 み を 作 る こ とで あ る。 例 え ば,日 本

の 高 齢 者 のQOLに 関 す る尺 度 を 開 発 す る 際 は,日 本 の

高齢 者 が どん な こ とに 幸せ を感 じる の か 等,そ の 特性 を

知 る 必 要 が あ る。

実 験 デ ザ イ ン に は,は じめ に説 明 した よ うに,4つ の

研 究課 題 が あ り,最 も高 い『状況 生成 型 』 の レベ ル と し

て の介 入 研 究 で あ る。 実 験研 究 に お い て は,操 作性 と統

制,ラ ン ダ ム化 の3つ の 条件 が そ ろ っ て初 め て真 の 実 験

研 究 で あ る とい え る が,看 護 研 究 に お い て す べ て の 対象

が 人 間 で あ る場 合,真 の 実 験研 究 は難 しい の が 現 状 で あ

る。

3)TriangulationとFocus Group Study

1980年 以 前 ま で 量 的研 究 が 主 流 で あ っ た が,1980年 代

以 降,質 的研 究 が行 わ れ る よ うに な り,そ の 後,こ れ ら

の研 究 法 を 合 わ せ るTriangulationが 行 われ る よ うに な っ

た。 量 的研 究 を補 うた め 同 時 に 質 的研 究 を行 い,双 方 か

ら結 論 を 導 き 出 す の がTriangulationで あ る。

ま た,質 問紙 を 作成 す る 際,十 分 な 文 献 が な く,根 拠

に 自信 が な い 場 合,量 的 研 究 を 行 う前 にFocusGroup

Studyを 行 う こ と も あ る。 ア メ リカ の生 活 習 慣 を異 に す

る少 数 民族 の健 康 行 動 の違 い に つ い て研 究 す る場 合,例

え ば,メ キ シ コ系 ア メ リカ 人 を5～7人 程 度 対象 者 と し

て集 め,研 究者 が モ デ レー タ ー とな っ て テ ー マ を決 め,

2時 間程 度 デ ィス カ ッシ ョン を行 うこ とで 質 問紙 を 作成

す る 際 の根 拠 が得 られ る。 この よ うな 方 法 は 大 規模 な調

査 研 究 を行 う前段 階 の研 究 と して 有効 で あ る。 文 献 が な

い場 合 や,経 験 的 に しか 知 られ て い な い 現象 に つ い て の

根 拠 を得 るこ とがで き る良 い 方 法 とい える。Focus Group

Studyに お い て 重 要 な の は,モ デ レー ター の技 術 で あ る。

例 え ば,認 知症 患者 の ケ ア に 関 す る研 究 に お い て,介 護

者 の グル ー プ にFocus Group Studyが 用 い られ て い るが,

Focus Group Studyを 開 始 す る 時,多 く の 介 護 者 は 発 言

を しな い。 そ れ を 引 き 出 す の が モ デ レー タ ー の役 割 で あ

り,あ る程 度 打 ち解 け て き た と ころ で,不 平 が 出 て くる

よ うに な っ て き た らそ れ を 引 き 出せ る ス キル が 重 要 で あ

る。 そ の た め に10種 類 く らい の オ ー プ ン な 質 問 を 用意 す

る 等 の 準備 が 必 要 で あ る。

5.お わ りに

日本において看護研究が本格的に行われ るようになっ

たのは戦後になってからのことであ り,看 護研究が公に

発表 されるようになったのは昭和30年 代前半からであ

る4)。以来,看 護の質の向上を目的に,臨 床状況だけで

なく,看 護教育や看護管理,ヘ ルスサービス,そ して看

護師の特性や役割に関する研究 5)と,さ まざまな角度か

ら看護研究は行われてきた。 しかし,そ の実態は,質 や

方法の面で,他 の専門領域の人々の場合 と比べて芳しい

とはいえない 6)といわれている部分もある。大熊 らの調

査によると,具 体的な研究方法を実践的に学ぶ科 目が存

在 していない大学院があることが明らかとなっている。

今回,Ryu教 授の講義を通 じ,修 士課程および博士課

程を通して段階的に,研 究過程を計画し,実 践 していく

ことの必要性を確認す ることができた。そ うす ることに

より,対 象者にとって効果的な介入研究を実施す る基盤

が形成 され る。また,研 究方法を学ぶ学生にとっては,

それまでのひとつひとつのステップを習得す ることが重

要であることも確認す ることができた。

看護の対象者にとって効果的な介入研究を行 うために,

修士課程および博士課程を通して段階的に研究過程を計

画し,実 践していく能力を得 られ る体制が必要である。
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     Special lecture about Nursing Research by Professor Hosihn Ryu 

                                   Nao Yoshimoto 

                      Department of fundamental nursing, School of health Sciences, Faculty of Medicine 
                               Kagoshima University , 8-35-1 Sakuragaoka, 890-8544, Japan 

   Abstract: It reports on the outline of a special lecture concerning the methodology in the nursing research that invited 

   Professor Hosihn Ryu from Korea University gave to us. 

       There are 4 types of research problem: factor-isolating type, factor-relating type, situation-relating type, and situa-

   tion-producing type. When we set research problem, it is the most important to clarify based on exquisite literature review 

   which types of research problem we try to do. As the result, research methods and research design are inevitably decided. 

   In the present states of nursing research in Japan, there are a lot of researches of factor-isolating type. In the future, we 

   must tie them to intervention research in master's courses and doctor's courses. 

Key words: nursing research, research methods, research designs 
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